
母の日  に両親を偲んで                        2025.5.10． 

母の享年・88 歳までは元気で過ごしたいと願う今日此の頃です。 

母は夜半過ぎ呼吸が荒くなり、息を引き取ったのは夜明けでした。そ

の２週間くらい前に、死期を感じた母は「すべて神様にお任せしている

から、何も心配していない」と言ってから、ほとんど話しもせず、忍耐

し、祈りつつ、静かに過ごしました。呼吸が苦しくなった時、母は胸に

手を組み、祈りの姿をとり、そのまま息を引き取りました。 

 

お煎茶が好きな母 

若くして実母を失い、孤独な思春期を過ごした母は、通っていた教会の日曜学校で神の愛を知

り、「天の故郷」が身近なものとなりました。   我が行く道 何時 如何に なるべきかは 露知ら

ねど 主は御心 なしたまわん   と、讃美歌を歌い、神に委ねる信仰に生きようと願いました。

洗礼を受け、古い自分は死んだのだと自分に言い聞かせ、キリスト者として神に仕える新しい自

分を求めて、恩師の勧めもあり、青山学院女子神学部に入りました。 

 

美術が好きな父 

婦人伝道師として働き始めた頃、青山の同期生だった父と婚約しまし

た。父から「清子、僕達の伝道は並大抵ではない、苦労が多いよ。息苦

しい程胸に押し迫ってくる現実、それと戦って生きて行く伝道生活は尊

い。一切衆生に法を説くのでなく、一切衆生に代わって我が身に法を聞

く生活、それは光栄ではあるが苦難の生活だ。『キリストと共に苦しむ

ことをも賜りたれば也』とパウロは言うが、伝道者に苦悩がなければ、 

それは偽りの伝道者だ。そして又かかる苦悩が人間を潔める。清子、人生最大の幸福は、己が最

も愛するものと共に最高の目的のために苦しむことだと私は思っている。清子はどう思う？」と

手紙をもらっています。母は父の伝道にかける気迫を感じ、それに忠実に従いたいと願いました。

さらに父が召集を受けた時、「神様はきっと彼を牧者としての特別の道以外にはお取りにならぬ。

神様、私は菊池をきっと貴方のために捧げ尽くさせます。キリストの為に殉教させます。清子を

彼とともに殉死させて下さい」と手記に残しています。戦争の時代でした。何の為に、いかに、

どこで「死ぬ」かが、結婚を控えている若者を待ち受けていたのです。ひたすら伝道者として生

きたいと願った父、そのためには、死んでも良いと願った母でした。 

戦後、父は戦争に加担した日本の教会の罪責を感じて、僻地である農村の教会に赴任し、ゼロ

から伝道を始めました。父の予想通り、並大抵の伝道生活ではなかったでしょう。母は忍耐し、

牧師の父に従いました。母の信仰は少女の日のままの純真な信仰でした。その信仰は母を思い煩

い、悩み、不安などから解き放って、おおらかで、積極的に生きるようにしてくれたと思います。 

「地上では旅人」が母の口癖でした。若くして母を失った悲し

みが、逆に何倍もの愛情となり、私たち子どもは母の懐でのん

びり、楽しく、幸せな子どもとして育まれたと思います。母のバ

ッグには「ああ４5 年 この日のために その昔 神は二人を結び

給いぬ 吉弥」と詠んだ父の歌のメモが入っていました。  


